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研究成果の概要 

2024 年度は，電解採取，電解精製の二段階の反応を用いるプロセスについて検討を進めた．電解採

取工程で用いるホスト金属として Bi を用いて，各種溶融塩中で，Ca の合金化／脱合金化反応につい

て解析した．塩化カルシウムに他の金属 R のハライド塩を混合した溶融塩中での反応において，電流

効率は 90 %程度もしくはそれ以上と高い系を見出したが，Bi 電極への R 共析が見られた．これまで

の研究では，高純度の Ca を得る最適な条件は得られていないが，高効率の金属 Ca または Ca 合金

の製造プロセスに繋がる重要な知見を得られた．さらに，CaF₂を固体電解質とする起電力測定系の構

築に向けた検討も進行中である． 
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